
＼いつでもどこでも簡単／＼いつでもどこでも簡単／

オンライン手続きオンライン手続きをを
利用してみませんか利用してみませんか
　市の一部の申請や届け出は、インターネットを利用して
手続きが可能です。手続きの一覧は市nに掲載しています
ので、ぜひご利用ください。
※�手続きによっては申請要件などがありますので、必ず詳
細を確認してください。 市n

（オンライン手続き）

など

●各種検診の申し込み
●保育施設等の利用申し込み
●デマンド型交通「くるぶー」利用登録申請

●図書館の所蔵資料の予約
●り災証明書の発行申請
●不在者投票用紙等の請求

他にもこんな手続きが
オンラインでできます

現在約７０種類

　所要時間は ５分程
度です。より良いサ
ービス提供のため、
回答へのご協力をお
願いします。
l行政経営課☎０４２
・４７０・７７０４

アンケート
入力フォーム

市のデジタルサービス
に関するアンケートに

ご協力ください

　「公共施設予約システム」では、　「公共施設予約システム」では、
市内の公共施設を予約できます。市内の公共施設を予約できます。
施設の予約には利用者登録が必施設の予約には利用者登録が必
要です。要です。
※�施設に関する問い合わせは、※�施設に関する問い合わせは、
各施設までお願いします。各施設までお願いします。

■■予約可能な施設予約可能な施設
・スポーツセンター・スポーツセンター
・生涯学習センター・生涯学習センター
・各地域センター・各地域センター
・市民プラザ・市民ひろば　など・市民プラザ・市民ひろば　など

公共施設の利用予約

　「道路通報システム」「公園施設等通報システム」は、市が管　「道路通報システム」「公園施設等通報システム」は、市が管
理する道路や公園などで損傷や不具合を発見した際に、スマ理する道路や公園などで損傷や不具合を発見した際に、スマ
ートフォンのカメラ機能や位置情報を利用し、場所や写真なートフォンのカメラ機能や位置情報を利用し、場所や写真な
どを合わせて通報できます。どを合わせて通報できます。
　通報いただいた内容は市　通報いただいた内容は市
で確認し、状況に応じた対で確認し、状況に応じた対
応を行います（通報内容確応を行います（通報内容確
認は平日の開庁時間に実施認は平日の開庁時間に実施
します）。します）。
■■通報の対象通報の対象
▼道路＝段差・側溝の詰ま▼道路＝段差・側溝の詰ま
り・カーブミラー破損などり・カーブミラー破損など
▼公園など▼公園など＝＝遊具の破損・遊具の破損・
トイレの異常などトイレの異常など
ll道路通報システムについて＝管理課道路・河川施設担当道路通報システムについて＝管理課道路・河川施設担当
　☎０４２・４７０・７７６７　☎０４２・４７０・７７６７
　公園施設等通報システムについて＝環境政策課緑と公園係　公園施設等通報システムについて＝環境政策課緑と公園係
　☎０４２・４７０・７７５３　☎０４２・４７０・７７５３

道路・公園などの不具合の通報粗大ごみの回収申し込み
　申請状況の確認や取り消しもインターネットで　申請状況の確認や取り消しもインターネットで
行えます。申し込みできる品目は市行えます。申し込みできる品目は市nnをご覧くだをご覧くだ
さい。さい。
ii▼申込内容（受付番号・申込日・品目ごとの金▼申込内容（受付番号・申込日・品目ごとの金
額・収集日）は、申し込み後の確認ができませんの額・収集日）は、申し込み後の確認ができませんの
で、必ず控えてください▼申し込み後、別途粗大で、必ず控えてください▼申し込み後、別途粗大
ごみ処理券の購入が必要ですごみ処理券の購入が必要です
llごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７ごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７

休日や夜でも申し休日や夜でも申し
込みできて便利！込みできて便利！

今号の主な内容

No. 1333

令和5年
（2023年）

8／15 号
・まだ使える品物のリユース（再利用）にご協力を… ２面

・屋根工事の訪問販売に注意………………………… ２面

・ ９月は障害者雇用支援月間です…………………… ４面

・新型コロナウイルスワクチン関連情報…………… ８面

みんないきいき　活力あふれる　湧水のまち
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まだ使える品物のリユース（再利用）にご協力をまだ使える品物のリユース（再利用）にご協力を
lごみ対策課☎０４２・４７３・２１１７

　市では、ごみの減量に向けた取り組みとして、まだ使える品物を再利用（リユース）する取り
組みを行っています。ご家庭で使わなくなった次の品物がありましたら、ごみ対策課（八幡町
２−１０−１０）までお持ちください。

市n
（フードドライブ）

市n
（リユースチャレンジ）

　食品ロスの削減を目的として、ご家庭で使いき
れない食品を集め、福祉団体などの必要としてい
る方々へ寄付する取り組みです。

フードドライブ（食品の回収）

⃝未開封で破損していないもの（賞味期限等の
表示が見え、中身に影響がない程度の破損は可）
⃝賞味期限まで ２カ月以上あるもの（米・塩・
砂糖・ガムなどを除く）
⃝常温保存が可能なもの
（具体例）
缶詰、乾物、乾麺、粉類（小麦粉など）、インス
タント食品、レトルト食品、フリーズドライ食
品、お茶、コーヒー、その他飲料（アルコール
除く）、お菓子、調味料、お米

回収できるもの

生鮮食品・酒類など
回収できないもの

フードドライブで集まった食品

　ご家庭で使わなくなった、でもまだ使
える「おもちゃ類」と「食器類」を回収する
取り組みです。回収した品物は海外でリ
ユースされます。

リユースチャレンジ
（おもちゃ類・食器類の回収）

リユースチャレンジで集まったおもちゃや食器

⃝稼働するのに電源コードが必要なも
の
⃝破損・汚損により使用できないもの
⃝回収ボックス（幅８５㎝×奥行４５㎝×
高さ７５㎝程度）に入らない大きさのも
の

（具体例）
紙・容器包装プラスチック製品、つま
ようじ・竹串・ストロー類、刃物類、
銃・刀剣玩具、CD・DVDなどのディ
スク、ペット用品、本・絵本、日本人
形・ひな人形

回収できないもの

回収できるもの
ぬいぐるみ・模型・ボードゲーム・カ
ードゲーム・ラジコン・スポーツ用品
・椀・皿・コップ・鍋・フライパン・
ティーポットなど

　「近所で工事をしているが、お宅の屋根が傷んでいるのが見えた。
無料で点検する」と突然訪問してきた事業者に傷んだ部分の画像を
見せられ、その場で高額な屋根工事を契約してしまう相談が後を絶
ちません。
　その場ですぐ契約せず、まずは信頼できる人や機関に相談するよ
うにしましょう。

市n

その工事、本当に必要ですか？

屋根工事の訪問販売に注意

不安や疑問を感じた場合は
市消費者センターに相談を

　契約してしまったときも、書面が交付さ
れていない場合や記載に不備がある場合、
クーリング・オフ期間である ８日間を過ぎ
ていても解約できる可能性があります。困
ったときは、市消費者センターにご相談く
ださい。
　特に、高齢者は本人が気づいていない場
合が多く見受けられますので、周囲の方に
よる見守りが大切です。

相談先（まずは電話で相談を）

市消費者センター☎０４２・４７３・４５０５
（平日の午前１０時〜正午、午後 １時〜 ４時）
消費者ホットライン☎１８８
（平日および土曜・日曜日、祝日の午前１０
時〜午後 ４時）

トラブルを防ぐポイント

　屋根は自分で見て確認することが困難で、
不安をあおられる原因になります。悪質な
事業者の場合、点検箇所をわざと壊して工
事を勧誘するケースもあります。

●点検させない

　本当に必要な工事なのか、複数の事業者
から見積りを取ったり、家族や身近な人に
相談して検討しましょう。

●すぐに契約しない

　契約する場合でも、説明された内容と契
約書（見積書）が合っているかよく確認しま
しょう。

●契約内容をよく確認する
その場で高額な契約を迫ったり、
しつこく勧めてくる場合は、悪質
な事業者である可能性が高いです。

不安をあおって
契約を急がせる事業者に注意

風で飛んだら危ない風で飛んだら危ない
お隣に迷惑がかかりますよお隣に迷惑がかかりますよ
今なら無料で点検します今なら無料で点検します

5．8．15 2

凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール



相談内容 相談日 時間 相談員 場所 問い合わせ先

耐震相談 ９ 月は実施しません（次回は１０月１３日㈮実施予定） 施設建設課
☎０４２・４７０・７７５６

教育相談
※�電話相談
も可

火曜〜
土曜日

午前１０時〜
午後 ５時
（滝山のみ水
曜日は ６時ま
で）

教育相談員

中央相談室
（成美教育文
化会館内教育
センター）

中央相談室
☎０４２・４７３・３６６７

月曜〜
金曜日

滝山相談室
（西部地域セ
ンター内）

滝山相談室
☎０４２・４７５・８９０９

母子・父子
相談 開庁日 午前 ８時半〜

午後 ５時
母子・父子自
立支援員

市役所 ２階
児童青少年課

児童青少年課
☎０４２・４７０・７７３６

身体障害者
相談 ８ 日㈮

午前１０時〜
正午

身体障害者相
談員 市役所 １階

相談室

前月末までに障害
福祉課
☎０４２・４７０・７７４７
o０４２・４７５・８１８１知的障害者

相談 １３日㈬ 知的障害者相
談員

心身障害者
（児）相談 平日

午前 ９時〜
午後 ５時

さいわい福祉
センター支援
員

さいわい福祉
センター

さいわい福祉
センター
☎０４２・４７７・２７１１

職業相談 開庁日 ハローワーク
三鷹職員

市役所 ２階
ワークコーナー

直接会場で
住宅増改築
相談 １４日㈭ 午前１０時〜

正午、
午後 １時〜
４時

市住宅増改築
等斡旋事業登
録団体協議会

市役所 １階
屋内ひろば

消費者相談 平日 消費生活相談
員

市役所 ２階
生活文化課

市消費者センター
☎０４２・４７３・４５０５

行政相談 １３日㈬ 午前１０時〜
正午 行政相談委員 市役所 ２階

生活文化課
生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

生活困窮者
自立相談 開庁日 午前 ９時〜

午後 ４時 相談支援員 市役所 １階
福祉総務課

福祉総務課
☎０４２・４７０・７７４１

９ 月 の 無 料 相 談９ 月 の 無 料 相 談
相談内容（定員） 相談日 時間 相談員 予約開始日時 場所 問い合わせ先

法律相談（各日 ８人）

６ 日㈬

午前１０時から 弁護士
８月２４日㈭

市役所 ２階
相談室

各予約開始日の午
前 ８時半から電話
で生活文化課
☎０４２・４７０・７７３８

１３日㈬
２０日㈬

９月１４日㈭
２７日㈬

不動産・相続・会社
の登記等相談（ ５人）

６ 日㈬
午後 １時から 司法書士

８月２２日㈫
表示登記・土地の境
界等登記相談（ ４人） 午前１０時から 土地家屋

調査士
相続・遺言・成年後
見等手続き相談
（ ５人）

１３日㈬
午後 １時から

行政書士 ９月 ７日㈭

税務相談（ ５人）
２０日㈬

税理士 ９月１２日㈫
人権・身の上相談
（ ４人）

午後 １時半か
ら

人権擁護委
員 ９月１４日㈭

不動産取引相談
（ ５人） ７ 日㈭

午後 １時から
宅地建物
取引士 ８月２４日㈭

交通事故相談（ ５人）

２７日㈬

弁護士

９月２１日㈭年金・労災・雇用・
保険・人事管理等相
談（ ４人）

午前１０時から 社会保険
労務士

女性の悩みごと相談
（各日 ４人）

４ 日㈪

午前１０時半〜
午後 ４時半

女性カウン
セラー

８月２３日㈬
各予約開始日の午
前 ９時から電話で
男女平等推進セン
ター
☎０４２・４７２・００６１

１１日㈪
２２日㈮

９月 ６日㈬
２５日㈪

女性弁護士による法
律相談（ ４人） １ 日㈮ 午前 ９時半〜

午後 ０時半 女性弁護士 ８月１８日㈮

経営相談 平日 午前１０時半〜
午後 ４時半

市商工会
経営指導員

前日まで予
約可 市商工会館 市商工会

☎０４２・４７１・７５７７

市

民

生

活

８月３１日㈭納期限８月３１日㈭納期限
納期内納付にご協力くださいl納税課☎︎042・470・7729

市民税・都民税（普通徴収） 第２期

国民健康保険税 第２期

後期高齢者医療保険料 第２期

介護保険料 第２期

国
民
健
康
保
険
滞
納�

世
帯
主
等
特
別
措
置

　
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す

る
と
、
次
の
特
別
措
置
が
適
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
事
情
が
あ
っ
て
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
必
ず
保
険
年
金
課

（
市
役
所
１
階
）お
よ
び
納
税
課

（
同
２
階
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
別
措
置
の
内
容
現
在
使
用
し

て
い
る
被
保
険
者
証
を
返
還
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
返
還
後
に

は
、
短
期
被
保
険
者
証（
有
効

期
限
が
短
い
被
保
険
者
証
）を

交
付
し
ま
す
。

i
滞
納
が
改
善
さ
れ
な
い
場
合

は
、
資
格
証
明
書
の
交
付
や
保

険
給
付
の
一
部
ま
た
は
全
部
差

し
止
め
、
さ
ら
に
は
保
険
給
付

の
額
が
滞
納
保
険
税
に
充
て
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

l
同
課
国
保
年
金
資
格
係
☎
０４２

・
４
７
０
・
７
７
３
２

こ
ど
も

と
教
育

フ
ァ
ミ
サ
ポ
・
カ
フ
ェ

　
地
域
の
子
育
て
支
援
を
利
用

し
た
い
方
・
手
伝
い
た
い
方
の

交
流
カ
フ
ェ
で
す
。

a
９
月
５
日
㈫
午
前
１０
時
～
正

午（
時
間
内
出
入
り
自
由
）

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
、
会
議

室（
市
役
所
１
階
）

c
保
育
付
き
カ
フ
ェ
、
事
業
説

明
会（
予
約
不
要
、
１０
時
お
よ

び
１１
時
開
始
）、
出
張
ま
ま
っ

ぷ
広
場

e
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
利
用
や
活
動
を
考

え
て
い
る
市
民
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ

会
員

f
事
業
説
明
会
は
各
回
先
着
１０

人h
入
会
希
望
者
は
、
顔
写
真
・

本
人
確
認
書
類（
健
康
保
険
証
、

運
転
免
許
証
な
ど
）

l
電
話
ま
た
は
直
接
同
セ
ン
タ

ー
へ
☎
０４２
・
４
７
５
・
３
２
９

４

同センターn

高
齢
者

・
福
祉

日
中
一
時
支
援
事
業
・

移
動
支
援
事
業

◎
日
中
一
時
支
援
事
業

　
日
中
一
時
支
援
事
業
は
、
障

害
者
・
児
を
日
常
的
に
介
護
し

て
い
る
家
族
の
一
時
的
な
休
息

（
レ
ス
パ
イ
ト
）・
疾
病
・
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
際
に
、
見
守
り
な

ど
の
支
援
が
必
要
な
障
害
者
・

児
を
一
時
的
に
預
か
り
、
日
中

活
動
の
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

e
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方（
１８
歳
未

満
の
方
は
、
知
的
・
精
神
障
害

が
確
認
で
き
る
診
断
書
で
も

可
）

利
用
日
数
月
７
日
間

利
用
者
負
担
額
利
用
時
間
に
応

じ
、
課
税
世
帯
は
１
回
あ
た
り

▼
４
時
間
未
満
＝
２
０
０
円
▼

４
～
８
時
間
未
満
＝
４
０
０
円

▼
８
時
間
以
上
＝
６
０
０
円
▼

宿
泊
＝
８
０
０
円

　
※
非
課
税
世
帯
は
各
額
の
半

額
。

◎
移
動
支
援
事
業

　
移
動
支
援
事
業
は
、
屋
外
で

の
移
動
に
困
難
が
あ
る
障
害
者

・
児
に
つ
い
て
、
外
出
時
の
移

動
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

e
小
学
生
以
上
で
、
視
覚
・
知

的
・
精
神
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方（
視
覚
障
害
者
は
同
行

援
護
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
）、
ま
た
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
両

上
肢
お
よ
び
両
下
肢
に
１
級
ま

た
は
体
幹
１
級
の
障
害
が
あ
り
、

車
い
す
で
の
単
独
移
動
が
困
難

な
方（
１８
歳
未
満
の
方
は
、
知

的
・
精
神
障
害
が
確
認
で
き
る

診
断
書
で
も
可
）

利
用
時
間
１
カ
月
あ
た
り
▼
小

学
生
＝
１０
時
間
▼
中
学
生
以
上

＝
２０
時
間

　
※
小
学
生
～
高
校
生
は
夏
季

期
間
の
場
合
、
１０
時
間
加
算
。

利
用
者
負
担
額
▼
課
税
世
帯
＝

３０
分
に
つ
き
８５
円（
介
護
あ
り

判
定
の
方
は
３０
分
に
つ
き
１
６

０
円
）▼
非
課
税
世
帯
＝
無
料

◎
共
通
事
項

　
利
用
期
間
は
、
申
請
日
～
最

初
に
到
達
す
る
９
月
３０
日
で
す
。

利
用
希
望
の
方
は
、
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、障
害
福
祉
課（
市

役
所
１
階
）ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
す
で
に
利
用
登
録
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
１０
月
１
日
㈰

か
ら
の
決
定
通
知
書
を
９
月
２０

日
過
ぎ
に
発
送
し
ま
す
。

　
利
用
登
録
の
継
続
を
希
望
し

な
い
方
は
、
同
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

４
７障

受
給
者
証
の
更
新

　
障（
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
）は
、
都
の
助
成
に
よ

り
、
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担

（
保
険
診
療
分
）の
一
部
ま
た
は

全
部
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

自
己
負
担
割
合
は
、
所
得
判
定

対
象
者
の
住
民
税
の
課
税
状
況

に
よ
り
異
な
り
ま
す（
課
税
の

方
＝
１
割
、
非
課
税
の
方
＝
自

己
負
担
な
し
）。
以
前
か
ら
障

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、

下
表
の
所
得
制
限
基
準
額
を
基

に
所
得
の
判
定
を
行
い
、
９
月

１
日
㈮
か
ら
使
用
す
る
受
給
者

証
を
、
８
月
下
旬
に
送
付
し
ま

す
。

◎
所
得
超
過
の
方

　
障
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、

所
得
超
過
に
よ
り
資
格
が
喪
失

す
る
方
に
は
、
消
滅
通
知
書
を
、

８
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◎
新
た
に
受
給
対
象
と
な
る
方

　
現
在
障
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
で
、
新
た
に
障
を
受

給
す
る
た
め
に
は
、
障
害
福
祉

課（
市
役
所
１
階
）へ
申
請
が
必

要
で
す
。

e
各
種
医
療
保
険
に
加
入
し
、

次
の
手
帳
を
お
持
ち
の
方
。
①

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級

（
内
部
障
害
は
３
級
ま
で
）②
愛

の
手
帳
１
度
・
２
度
③
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

申
請
に
必
要
な
も
の
対
象
者
の

健
康
保
険
証
、
①
～
③
の
手
帳

　
※
５
年
１
月
２
日
以
降
に
市

内
に
転
入
し
た
方
は
個
別
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
外
の
方
▼
６５
歳
以
上
で
初

め
て
①
～
③
の
手
帳
に
該
当
す

る
方
▼
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

方
▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
で
住
民
税
が
課
税
の
方

▼
乳
医
療
証（
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
）を
お
持
ち
の
方

　
※
子
医
療
証（
義
務
教
育
就

学
児
医
療
費
助
成
制
度
）ま
た

は
青
医
療
証（
高
校
生
等
医
療

費
助
成
制
度
）を
お
持
ち
で
、

所
得
判
定
対
象
者
の
住
民
税
が

非
課
税
の
方
は
、
障
を
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

l
同
課
管
理
係
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
４
７

表　障所得制限基準額
扶養親族等の人数 所得額

０人 ３６０万４,０００円
１人 ３９８万４,０００円
２人 ４３６万４,０００円
３人 ４７４万４,０００円
４人 ５１２万４,０００円
５人 ５５０万４,０００円

※�所得判定対象者は受給者本人。ただし、２０歳未満の方は、国民健康
保険法の世帯主か社会保険の被保険者（本人が国民健康保険法の
世帯主か社会保険の被保険者であれば２０歳未満でも本人）。

�

（
４
面
へ
続
く
）
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　市では、障害者雇用についての理解を深めていただくために、障害のある方
の就労に向けた取り組みや地域の事業所で働く様子をパネル展示でご紹介しま
す。
a ９ 月 ６ 日㈬～ ８日㈮午前 ９時～午後 ４時（ ６日は設営完了後から）
b市役所 １階屋内ひろば
cパネル展示、就労相談、作品販売（参加事業所の利用者が作成した物品など）
j最終日の ８日㈮午前１０時～午後 ３時半には、就労相談コーナーを会場に設け
ます。障害者就労支援室のスタッフが就労に関するご相談をお受けします
l障害福祉課☎０４２・４７０・７７４７、または各就労支援室（就労支援室さいわい☎
０４２・４７７・３１００、就労支援室あおぞら☎０４２・４７６・２６２５）

昨年度のパネル展

第24回障害者雇用促進パネル展

（
３
面
か
ら
続
く
）

地
域
活
動
支
援
事
業 

（
通
所
訓
練
） 

利
用
者
募
集

　
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
般
就
労
が
困
難
な
障
害

者
に
対
す
る
創
作
的
活
動
ま
た

は
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
お

よ
び
社
会
適
応
訓
練
を
行
っ
て

お
り
、
利
用
者
を
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

e
市
内
在
住
で
、
知
的
障
害
ま

た
は
身
体
障
害
を
お
持
ち
の
１８

歳
以
上
の
方

f
若
干
名

利
用
期
間
３
年
間

k
l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０４２
・
４
７

７
・
２
７
１
１（
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
）

お
知
ら
せ

都
営
住
宅（
東
久
留
米
市 

地
元
割
当
）の 

入
居
者
募
集

　
８
月
２１
日
㈪
か
ら
都
営
住
宅

の
シ
ル
バ
ー
ピ
ア（
高
齢
者
集

合
住
宅
）の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

種
類
・
対
象
①
単
身
者
向
け
▼

前
沢
二
丁
目（
前
沢
２

−

６
）＝

１
戸（
１
Ｄ
Ｋ
）▼
大
門
町
二
丁

目（
大
門
町
２

−

１２
）＝
４
戸

（
１
Ｄ
Ｋ
）▼
中
央
町
二
丁
目

（
中
央
町
１

−

５
）＝
１
戸（
１

Ｄ
Ｋ
）▼
柳
窪
三
丁
目（
柳
窪
３

−

３
）＝
１
戸（
１
Ｄ
Ｋ
）②
２

人
世
帯
向
け
▼
中
央
町
二
丁
目

（
中
央
町
１

−

５
）＝
１
戸（
２

Ｄ
Ｋ
）

　
※
８
月
上
旬
に
実
施
さ
れ
た

都
の
定
期
募
集
に
申
し
込
ん
で

い
る
場
合
で
も
申
し
込
み
可
能

で
す
が
、
両
方
に
当
選
し
た
場

合
に
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
辞

退
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
込
資
格
申
込
者
が
市
内
に
継

続
し
て
３
年
以
上
居
住
し
て
い

る
こ
と
、
６５
歳
以
上
で
あ
る
こ

と
な
ど
。
詳
細
は
募
集
案
内
を

ご
確
認
く
だ
さ
い

案
内
配
布
期
間
・
場
所
８
月
２１

日
㈪
～
９
月
４
日
㈪
に（
閉
庁

日
時
を
除
く
）、
都
市
計
画
課

（
市
役
所
５
階
）、
上
の
原
・
ひ

ば
り
が
丘
・
滝
山
の
各
連
絡
所
、

東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で

k
９
月
４
日
㈪
ま
で
に（
消
印

有
効
）、
募
集
案
内
に
同
封
の

申
込
用
紙
・
封
筒
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
直

接
同
課
へ
持
参
を

l
同
課
計
画
調
整
担
当
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
６
２

第
３
回
市
議
会
定
例
会

　
５
年
第
３
回
市
議
会
定
例
会

が
８
月
３１
日
㈭
～
９
月
２６
日
㈫

の
日
程
で
開
催
の
予
定
で
す
。

　
一
般
質
問
が
９
月
４
日
㈪
～

７
日
㈭
、
常
任
委
員
会
が
１１
日

㈪
～
１３
日
㈬
、
予
算
特
別
委
員

会
が
１４
日
㈭
、
決
算
特
別
委
員

会
が
２０
日
㈬
～
２２
日
㈮
の
予
定

で
す（
い
ず
れ
も
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
は
休
会
）。

l
議
会
事
務
局
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
８
９

特
設
行
政
相
談
所
を
開

設
し
ま
す

　
国
・
都
・
市
な
ど
の
行
政
機

関
や
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
公

共
性
の
高
い
法
人
、
公
的
行
政

機
関
か
ら
委
任
さ
れ
補
助
金
を

受
け
て
い
る
法
人
な
ど
に
つ
い

て
、
苦
情
や
意
見
・
要
望
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
よ
う
な
と

き
は「
行
政
相
談
委
員
」が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
行
政
相
談
委
員

は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
民
間
有
識
者
で
す
。

a
８
月
２３
日
㈬
午
後
１
時
半
～

４
時

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

g
無
料

k
直
接
会
場
で

l
生
活
文
化
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
３
８

お知らせ

　 ４年 ５月に「首都直下地震等による東京都の被害想定」が見直され、地震発生
時に一人でも多くの方が消火器などによる初期消火を実施できれば、火災によ
る被害を大幅に軽減できる効果があると発表されました。
　「自分（家族）の命は自分（家族）で守る」自助の意識と「自分たちのまちは自分
たちで守る」共助の意識を高め、市民一人ひとりが防災行動力を向上させまし
ょう。
l東久留米消防署防災安全係☎０４２・４７１・０１１９

個人や地域の防災力を高めましょう

個人（自助）の取り組み
■防災セットや備蓄品の用意・確認
　いつでも逃げられるよう生活に必要な最低限
のものが入った防災セットの準備や最低 ３日分
（できれば ７日分）の食糧や飲料水を備蓄するこ
とが大切です。

■家具の転倒防止
　地震に備え、家具のレイアウトの見直しや、
家具転倒防止器具の設置を行い、家具の転倒・
移動・落下を防ぎましょう。

■避難先の確認
　災害に備え自宅から近い避難所はどこか確認
しましょう。また、状況に応じて、安全な自宅
で避難生活を送る「在宅避難」や、親戚・知人宅
など、避難所以外の安全な場所に避難する「分
散避難」も検討しましょう。

地域・組織（共助）の取り組み
　共助とは、災害時に自分（家族）の
安全を確保したのちに、地域や組織
のみんなと助け合うことです。主な
共助の取り組みとして、▼日頃から
の顔の見える関係づくり▼近所の助
け合い▼自主防災活動への参加▼自
治会や各種イベントで行う地域の防
災訓練への参加などがあります。

９月は障害者雇用支援月間です９月は障害者雇用支援月間です
■障害者雇用支援月間とは
　障害者の職業的自立の意欲を喚起するとともに、障害者の雇
用に関する国民、とりわけ事業主の関心と理解を一層深めるた
めに厚生労働省が定めた月間です。
　この間、厚生労働省や都などさまざまな機関が、PRや啓発
活動を実施しています。

■障害者就労支援事業
　障害者就労支援室では障害のある方から一般就労に関する相
談および支援をしています。また、障害者雇用を検討している
事業主からの相談も受け付けています。
主な相談・ 支援内容▼求職活動に関すること▼就職に向けた準
備に関すること▼職場定着に関すること▼離職に関することな
ど
利用できる方市内在住・在勤で障害のある方
利用料無料
l▼身体障害、知的障害、難病の方＝就労支援室さいわい☎
０４２・４７７・３１００▼精神障害の方＝就労支援室あおぞら☎０４２・
４７６・２６２５
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高齢者・福祉



５
年
度
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト 

調
査
結
果
の
公
表

　
市
で
は
、
市
の
事
業
に
対
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞

き
し
、
そ
の
成
果
や
実
績
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
、
１８
歳
以
上

の
市
民
の
中
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
２
０
０
０
人
を
対
象
に
、

令
和
５
年
度
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
調
査
結
果
を
取

り
ま
と
め
た
た
め
、
市
n
な
ど

で
公
表
し
ま
す
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

有
効
回
答
数（
回
答
率
）６
９
５

人（
３４
・
８
㌫
）（
▼
郵
送
回
答

＝
４
８
３
人
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
＝
２
１
２
人
）

閲
覧
場
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
中
央
・
滝
山

・
東
部
・
ひ
ば
り
が
丘
の
各
図

書
館
、
市
n

l
行
政
経
営
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
０
４

市n

５
年
度
施
策
報
告
書
の

公
表

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
業
務
改

革
・
改
善
の
ツ
ー
ル
と
し
て
行

政
評
価
制
度
を
活
用
し
て
き
ま

し
た
が
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）を
推
進
す
る
中
で
、

こ
の
た
び
、
事
務
事
業
評
価
表

お
よ
び
施
策
評
価
表
を
改
め
、

施
策
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

　
市
民
目
線
に
よ
る
行
政
需
要

の
把
握
を
行
う
た
め
の「
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」や「
利
用
者

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」と
併
せ
て
、

市
n
で
公
表
し
ま
す
。

l
行
政
経
営
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
０
４

市n

官
公
署

　
な
ど

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業
の
生
活
支
援
員
募
集

説
明
会

　
認
知
症
や
知
的
・
精
神
の
障

が
い
な
ど
に
よ
り
、
日
常
生
活

に
不
安
の
あ
る
方
が
、
安
心
し

て
地
域
で
暮
ら
す
た
め
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
や
日
常

的
金
銭
管
理
等
を
支
援
す
る
地

域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
生
活

支
援
員
を
募
集
す
る
た
め
の
事

業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

a
①
９
月
６
日
㈬
午
後
２
時
～

３
時
半
②
９
月
１２
日
㈫
午
前
１０

時
～
１１
時
半

b
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
２
階

社
協
会
議
室

e
市
内
在
住
の
方

k
l
各
開
催
日
の
前
日
午
後
５

時
ま
で
に
、
氏
名
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
番
号
を
電
話（
☎
０４２

・
４
７
９
・
６
２
９
４
）ま
た

は
o（
０４２・４
７
６・４
５
４
５
）

で
市
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
支

援
担
当
へ

社
会
福
祉
協
議
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
個
人

・
団
体
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

応
援
を
求
め
て
い
る
個
人
・
団

体
を
つ
な
ぐ
中
間
支
援
組
織
で

す
。
活
動
場
所
の
提
供
や
各
種

養
成
講
座
・
講
演
会
を
通
し
た

啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
・
活
動

の
場
の
提
供

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
」

「
こ
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

知
り
ま
せ
ん
か
」な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
特
技
を
活
か
し
た
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
た

い
方
向
け
の
個
人
・
団
体
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

登
録
・
紹
介
ま
で
の
流
れ
①
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
し
た
い
内
容
の
相

談
②
登
録
カ
ー
ド
の
提
出
③
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介

登
録
数
個
人
登
録
６３
人
、
団
体

登
録
２４
団
体
。「
特
技
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
一
覧
」を
同
セ
ン
タ
ー
n

に
掲
載
し
て
い
ま
す

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
室

　
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス（
占
有

不
可
・
予
約
不
要
）と
し
て
少

人
数
で
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
に

利
用
で
き
ま
す
。
行
政
や
関
係

機
関
の
報
告
書
、
福
祉
に
関
す

る
書
籍
な
ど
の
閲
覧
・
貸
し
出

し
、
福
祉
関
連
の
チ
ラ
シ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

利
用
日
平
日
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

e
市
民
活
動
団
体
な
ど

◎
共
通
事
項

b
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
２
階

l
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
☎
０４２
・
４
７
５
・
０
７
３

９

同センターn

会 員 募 集
◆東久留米市山岳連盟＝a月 ２ ～ ３ 回。
土曜または日曜日午前 ７ 時～午後 ５ 時他
b奥武蔵、秩父、奥多摩などの山々g入
会金５００円、会費月５００円他j近郊の山々
にふれて、楽しみや喜びをみつけ健やか
な体をつくろうl中山☎０９０・４６７５・
７１４８
◆手話学習・交流（金曜手話サークル）＝
a月 ２ 回。第 １ ・第 ３ 金曜日午後 ７ 時～
９ 時b市民プラザ（市役所 １ 階）または生
涯学習センターg会費月３００円jろう者
協会の会員と交流を通しろう者の言語手
話を学びましょうl築山☎０８０・９５０９・

２１８３
◆古武術（練心武友会）＝a毎週日曜日午
前１１時半～午後 １ 時４０分他bスポーツセ
ンターg入会金３,０００円、会費月３,０００円
j小学生以上、未経験の方、誰でもでき
ますl細谷☎０４２・４２１・４０７５
◆体操（自

じ

彊
きょう

術
じゅつ

教室）＝a月 ３ 回。火曜日
午後 １ 時半～ ３ 時半b生涯学習センター
g入会金３,０００円、会費月２,５００円j日本
最初の健康体操。自分で自分の体を耕し
ましょうl柴田☎０９０・８０３５・１０６８
◆ハングル教室＝a月 ４ 回。火曜日午前
９ 時～ ９ 時５０分他b市民プラザ（市役所
１ 階）または東部地域センターg会費月
５,０００円他j韓国人女性が会話中心に指
導。入門クラスです。初級も有。見学可
l相田☎０８０・１２１２・８６１２

催 し
◆にじメディア上映イベントvol.１３～１６

（にじメディア制作委員会）＝a ８ 月２６日
㈯・ ９ 月 ９ 日㈯午後 １ 時半～ ４ 時bさい
わい福祉センターg参加費５００円j要予
約。オンラインもあり。オンラインのみ
別日もあり。詳細はにじメディアnへl
齋藤☎０４２・４５８・０７１２
◆シンポジウム「農でつながる・つなげ
る私達の皆農宣言」（くるめ・いっぽの会）
＝a ８ 月２０日㈰午後 ２ 時～ ４ 時半b清瀬
市生涯学習センター（アミュー）６ 階会議
室g入場料５００円j耕せていない農家と
耕したい市民をつなげたいl宮秋☎０４２
・４７０・３０５０
◆滝山・前沢みんなの夏祭り（NPO法人
東久留米ふれあいの街）＝a ８ 月２６日㈯

・２７日㈰　※交通規制午後 ４ 時～ ８ 時半
b滝山中央通りおよび周辺地域j駐車場
はありません。車でのご来場はご遠慮く
ださい。祭り終了午後 ９ 時l横井☎０８０
・６７２９・１６３６

市 民 伝 言 板

　市のホームページのトップページのアクセス件数は、月に約 ６ 万 ５ 千
件（ ４ 年度の月平均）です。現在、このトップページのバナーについて広
告を募集しています。
基準公共性と品位を損なわないもの。詳細は、市nの広告掲載取扱要綱
および取扱基準をご覧ください
規格縦６０ピクセル、横１５０ピクセル。５０キロバイト以内。GIF形式。ト
ップページの下部に常時掲載し、右上部にもランダムに掲載します。
掲載期間 １ カ月単位で ６ 年 ４ 月分まで
掲載料 １ 枠当たり月 ２ 万円
k所定の申込書に必要事項を記入の上、秘書広報課広報係宛てm（hisho 
koho@city.higashikurume.lg.jp）で提出してください。申込書は市n
から取得できます
l同係☎０４２・４７０・７７０８

市
n

市ホームページのトップページに
バナー広告を掲載しませんか

市nトップページ上部ランダム掲載部分 市nトップページ下部常時掲載部分

　障がいを持つ方と持たない方の相互理解を目的として始まった
作品展です。市内の未就学児童から特別支援学級の児童・生徒、
各団体、生涯現役の方々の絵画・写真・書・折り紙・工作など例
年９００近い作品が展示されます。
a ９ 月２３日 午後 ２ 時～ ５ 時、
　　　２４日㈰・２５日㈪午前１０時～午後 ５ 時
b市役所 １ 階屋内ひろば
j市後援。運営は、東久留米市手をつなぐ親の会
l市社会福祉協議会☎０４２・４７５・０７３９

第４１回

いのちかがやけいのちかがやけ
作 品 展作 品 展

昨年度の作品 わかくさ学園生徒による共同制作作品
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